
  

令和元年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育コーディネーター研修 
募集案内 

 

文化庁国語課 

 

１ 目的 

地方公共団体，国際交流協会，地域の日本語教室等で日本語教育プログラムの編成・実施及び日本

語教育プログラムの実施に必要な地域の関係機関との連携・調整に携わっている者を対象に「地域日

本語教育コーディネーター」（「５ 対象者」で定める者をいう。）に必要な資質・能力について理

解を深め，その向上を図ることを目的とした研修を開催する。 

具体的に以下の①～⑤の役割について，理解を深め，その能力の向上を図る。 

 

①【現状把握・課題設定】在留外国人の状況と施策に対する理解，地域日本語教室の現状及び問題の把 
握と課題の設定 

②【リソースの把握・活用】日本語教育のリソースの把握と課題に応じた適切な活用 
③【ファシリテーション】課題解決のプロセスの可視化による日本語教育の体制整備に向けた活動の推進 
④【連携（ネットワーク）】組織内外との調整や地域・組織・人の力をつなぐことによる協働の推進 
⑤【方法の開発】「生活者としての外国人」に適した日本語教育プログラムの実践に向けた方法の開発 

 

２ 主催 

 文化庁 

 

３ 開催地 

 西日本地域（大阪）  ※令和２年度の開催地は未定 

  

４ 研修期間 

 ４日間。具体的には以下のとおり。 

 

 西日本地域（大阪） 

研修Ⅰ 

※コーディネーター

研修及びフォローア

ップ研修 

【日時】 

①令和元年８月２９日（木）９：３０～１７：００  

  ※研修１日目のみフォローアップ研修（平成２２～３０年度受講者を対象）を同時開催

する。 

②令和元年８月３０日（金）１０：００～１７：００ 

 

【会場】 

大阪市立総合生涯学習センター第１研修室 

実践活動期間 令和元年９月～令和２年２月  

（各地域において計画した活動を実施） 

中間報告会 【日時】令和元年１１月１５日（金）１０：００～１７：００ 

【会場】大阪市立総合生涯学習センター第６・７研修室 

研修Ⅱ 【日時】令和２年２月２８日（金）１０：３０～１７：００ 

【会場】大阪市立総合生涯学習センター第１研修室 

大阪市立総合生涯学習センター：大阪府大阪市北区梅田１－２－２－５００大阪駅前第２ビル５階 

 

 



  

５ 対象者 

 次の全てに該当する者で，地方公共団体（都道府県及び市区町村（教育委員会を含む）），国際交流

協会※又は社会福祉協議会が推薦する者 

（１）原則として，日本語教育に関する専門的な教育を受け，十分な経験（３～５年程度）を有する

者 

（「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改定版」（文化審議会国語分科会）の

１９～２１ページ以降参照） 

（２）地方公共団体・国際交流協会・大学，日本語教育機関，ＮＰＯ法人等において日本語教育プロ

グラムの編成及び実践に携わっている者 

（３）地域日本語教育プログラムの実施に必要な地域の関係機関との調整に携わっている者 
 

※ ここで言う「国際交流協会」とは，①地方公共団体が設立した，②地方公共団体が事務局を務める，③地方公共団体か

ら協会運営の委託等を受けている，④地方公共団体の施設の指定管理を行う法人及び団体のいずれかに該当し，かつ地域

における国際交流，多文化共生，外国人支援等に関する事業を行うものを指す。 

 

 ※「４ 研修期間」で示している研修Ⅰ，Ⅱの計４日間全ての日程を受講可能な者のみとする。 

 ※研修への参加に当たっては，実践活動の場を有することを必須とし，本研修の実践活動について

事前に代表者及び関係者の承諾を得ておくこと。 

 ※平成２２～３０年度「地域日本語教育コーディネーター研修」を受講した者は，フォローアップ

研修として，本研修１日目のみ参加することができる。 

 

６ 定員  原則として２０名（本研修の目的等を考慮の上，選考を行う。） 

 

７ 内容  別紙のとおり 

 

８ 経費負担 

 本研修の受講は無料とするが，研修受講に要する旅費，滞在費等は受講者の負担とする。 

 

９ 受講申込み 

 受講申込みは，個人ではなく，上記５に示した推薦団体ごとに受講申込書（様式１）を作成して， 

郵送により下記まで申し込むこと。併せて，受講申込書のデータは下記アドレス宛に送付すること。 

締切りは令和元年８月１日（木）必着とし，受講可否については，８月８日（木）以降の通知とす

る。 

 応募時に記載された個人情報は，本研修実施のためにのみ利用する。 

 

１０ その他 

 ・日程の細部は事情により変更になる場合がある。 

 ・本研修の受講者には，研修受講による成果や受講後の取組について，文化庁主催の日本語教育大

会や翌年度の地域日本語教育コーディネーター研修で発表を依頼することがある。また，各地域

において，文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業を受託し日本語教育に取り

組む地方公共団体や機関・団体への協力を依頼することがある。 

 

１１ 問合せ・申込先 

文化庁国語課 日本語教育専門職 北村，増田 

〒100-8959 東京都千代田区霞が関3-2-2 

TEL 03-5253-4111（内線2644）  FAX 03-6734-3818   E-mail nihongo@mext.go.jp 



  

（別紙） 
●日程 
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中間報告会  令和元年１１月１５日（金）   
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※課題設定や実践活動の中間報告を行い，それに対し実践活動アドバイザーが助言を行う。 
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●講師 

・犬飼 康弘（公益財団法人ひろしま国際センター研修部 日本語常勤講師） 

・菊池 哲佳 

（多文化社会専門職機構認定 多文化社会コーディネーター・公益財団法人仙台観光国際協会） 

・松岡 洋子（国立大学法人岩手大学 教授） 

・萬浪 絵理（公益財団法人千葉市国際交流協会委嘱日本語教育コーディネーター） 

 

●実践活動アドバイザー 

・新矢 麻紀子（大阪産業大学 教授） 

・土井 佳彦（特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海 代表理事） 

・中東 靖恵（国立大学法人岡山大学 准教授） 

・山田 泉（にんじんランゲージスクール 校長） 

 

 

 

 

 



  

●内容 

 

項目 内  容 

■研修Ⅰ    令和元年８月２９日（木） 

講義１ 
①在留外国人施策と 
日本語教育 

文化審議会国語分科会における審議を踏まえ地域日本語教育コーディネータ
ーに求められること及び在留外国人・日本語教育施策等について関係省庁担当
官から最新の動向及び政策情報を得る。 

講義２ ②活動と広報 
地域における日本語教育活動に必要な効果的な広報の実践と，広報活動にお
ける個人情報などの観点からの注意点，さらに著作権に関する情報を学ぶ。 

講義３ 
③地域日本語教育の 
プログラムデザイン 

地域日本語教育プログラムについて学び，課題設定からプログラムの策定まで
の方法，実施から点検，評価，改善までの手法を学ぶと共に，各地のプログラムに
ついて検証を行う。 

講義４ 
④地域日本語教育の 
体制整備に向けた 
コーディネーターの役割 

文化審議会国語分科会報告を踏まえて地域日本語教育コーディネーターの役
割について整理する。 

ふりかえり １日目のふりかえりを行う。 

■研修Ⅰ    令和元年８月３０日（金） 

講義５ 
⑤日本語教育に携わる 
人材の育成 

日本語教育に携わる人材に求められる役割について学び，その養成・研修の在
り方及び実践例について学ぶ。 

演習１ 
⑥地域日本語教育の 
プログラムデザイン 
【事例研究】 

先進的な地域日本語教育コーディネーターによる事例を基に，グループ毎に課
題設定等や計画についての分析を行う。 

演習２ ⑦実践活動計画の策定 
地域課題の解決に向けて地域日本語教育プログラムの策定を含めた実践計画
を作成する。 

ふりかえり 研修Ⅰ全体のふりかえりを行う。 

■中間報告会  令和元年１１月１５日（金） 

演習３ 
⑧⑨地域日本語教育の 
プログラムデザイン 
【中間報告】 

研修Ⅰで設定した実践課題について中間報告を行う。研修担当講師及び実
践活動アドバイザーから体制整備の観点からコメント・助言を受ける。活動
への取り組み方やコーディネーターの役割について再度見直しを行った上
で，実践の継続及び研修Ⅱで発表を行うための準備をする。 

ふりかえり 中間報告会のふりかえりを行う。 

■研修Ⅱ     令和２年２月２８日（金） 

演習４ 
⑩地域日本語教育の 
プログラムデザイン 
【実践発表】 

実践活動の成果を発表し，相互に学ぶ。 

全体ふりかえり 
研修Ⅰ，実践活動，研修Ⅱを通して学んだコーディネーターに必要な能力に
ついて理解を深める。 

 


